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 Just-in-case vs. Just-in-time 概念、即ち「利用者がいつか使うことを想定して所有
しておく」方式か「必要な資料を必要な時に収集する」方式（p. 114） 
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めのサービス向上にコレクション構築委員会は主眼を置くようになり、根強くあった Just in 
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ッパ業者からのフランス語、ドイツ語、イタリア語などの図書の利用率が如実に低く、Just 
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継続的な利用者行動分析の選択ツール化は Just-in-case から Just-in-time へのコレクシ
ョン構築を実現するための必要不可欠な動きです。図書館のコレクション関係サービスの開
発も同様です。イエール大学図書館では、上述したBorrow Direct のような利用者主導図書
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09/16/1243331_2.pdf（参照2021-03-21）． 
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値などが伝統的な評価法による判断基準です。（岸田和明編『図書館情報資源概論』樹村房，2020，
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